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珪藻休眠期細胞を活用した有害鞭毛藻赤潮の発生予防に関する研究 (仮題)  

(卒業論文中間発表)  

 

【背景】有害藻類赤潮の発生は, 魚介類や有用二枚貝類の大量斃死を引き起こし, 深刻な漁業被害を及ぼす

ことから, 有効な有害赤潮の防除対策の開発が望まれている。その中で, 海面回収, 超音波, 粘土散布など

様々な物理化学的手法が提案されてきたが, 環境への悪影響や規模，経済的な負担から, 粘土散布が韓国を

中心に行われる以外は実用化されていないのが現状である。そこで近年, 環境にやさしい生物学的赤潮防除

策として, 海底耕耘が提案されている。海底耕耘はもともと沿岸域における底質悪化の問題に対して海底土

の耕耘を行い，酸素の供給を行うという漁場改善のための技術である。一方で, 赤潮防除策としての海底耕

耘とは, 珪藻休眠期細胞を海底から有光層に持ち上げ, 発芽・復活させ表層に珪藻の栄養細胞を供給して, 

表層水中の栄養塩を消費させることで有害赤潮藻類の増殖を妨げ赤潮を防ぐという手法である。したがって, 

従来の海底耕耘とは運用思想が異なるため, より効率的な器具や技術の開発が必要となる。本研究では, 有

害赤潮の発生予防策として珪藻休眠期細胞の有効活用が実現可能か否か検討するため, 近年, 有害渦鞭毛藻

Karenia mikimotoi の赤潮による大きな漁業被害が頻繁に生じている豊後水道海域の大分県佐伯湾を主要対

象海域とし, 海底耕耘によって海底泥を攪拌懸濁させて有光層にまで巻き上げ持ち上げることを想定した

現場観測及び, 現場での発芽実験, さらに実際に海底耕耘を行った。 

【材料と方法】1. 現場観測: 現場で有効活用できる発芽・復活の可能な珪藻類休眠期細胞の存在密度を把握

するため, 2013年6月24, 25日に大分県佐伯湾の9地点において採泥を行い, MPN法を用いて佐伯湾における

珪藻類休眠期細胞の種・属ごとの分布密度を推定した。 

2. 珪藻発芽実験: 2013年5月20日に, 赤潮初期発生域である佐伯湾沖松浦の定点 (10 m) にて採水とコア採泥

器を用いて採泥 (1 cm深) を行った。採取した海水試料40 LをGF/Fフィルターで濾過して植物プランクトン

を取り除き, 2 Lずつ2 L容ペットボトルに入れた。さらに, 海底泥2 gをボトルに懸濁させた実験区 (泥添加

区), 濾過海水1.9 Lに海底泥2 gとSWM-3培地0.1 Lを添加した実験区 (泥＋栄養添加区), 濾過海水1.98 Lに海

底直上海水20 mLを加えた実験区 (海水添加区), 濾過海水1.88 Lに海底直上海水20 mLと0.1 LのSWM-3培地

を添加した実験区 (海水＋栄養添加区) の4種類のボトルを用意した。(泥＋栄養添加区)及び, (海水＋栄養添

加区)についてはインキュベータ (温度23℃, 明暗周期12 h L: 12 h D, 光強度100 µmol photons m
-2 

s
-1
) に設置

し, 残りは大分県農林水産研究指導センター前生簀にて垂下し, 以下の6つの条件に分けて2013年5月20日-5

月30日の期間, 培養を行った。生簀に設置した各添加区のボトルは, 0 m, 5 m, 9 m深の位置に垂下した。珪藻

発芽試験開始から1, 2, 4, 7, 10日後に各層のボトルとインキュベータ内のボトルから200 mLの副試料を採集

し, 栄養塩類 (DIN, SiO₂-Si, PO₄P), Chl.a濃度の測定, 珪藻類栄養細胞の種組成と細胞数を調べた。また同時

に環境要因 (水温, 塩分, 光強度) も測定した。 

3.海底耕耘の試験運用: 2013年5月21日に, 大分県佐伯湾沖松浦において泥散布試験を実施した。その後7日間, 

採水と環境要因の測定 (水温, 塩分, DO, Sigma-T) を行った。採水試料から栄養塩類 (DIN, SiO₂-Si, PO₄P), 

Chl.a濃度の測定, 珪藻類栄養細胞の種同定及び計数を行った。珪藻栄養細胞数の同定・計数は得られた海水

試料をホルマリン (終濃度1%) で固定後, 200倍の倒立顕微鏡下で行った。 

【結果と考察】佐伯湾内の各定点における泥中の珪藻休眠期細胞密度は3.1×10
4
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sedimentsの範囲であり, 塩内-片白, 水産試験場前, 石間, 霞ヶ浦, 長田沖ファーム, 小田代, 沖松浦漁港, 片

神, 守後という順に高い値であった。9地点中, 塩内-片白, 石間, 水産試験場前を除く6地点において

Skeletonema spp., Chaetoceros spp.が優占していた (Skeletonema spp.が11.2-69.6%, Chaetoceros spp.が

0.38-23.5%)。沖松浦漁港においてもこの2属で47.0％を占めていた。珪藻発芽試験において, 試験開始から7

日目に光量子束密度の急激な低下が見られた。Chl.a濃度は (海水＋栄養添加区) 及び (泥＋栄養添加区) の

全ての層において試験開始後4日目から上昇し, 7日目でピークとなっており, 栄養塩類 (DIN, PO₄P, SiO₂) 

は試験開始4日目から減少を開始し, 7日目にほぼ0に近い値となった。この結果から, 珪藻類がボトル内の栄

養塩類を利用して増殖した事が判った。 

泥散布試験では, 光量子束密度が試験開始から4日目にピークを迎え, 8日目に最低となっていた。栄養塩

類については泥散布試験を実施した沖松浦漁港と対照区に設定した小田代で値に大きな違いは見られなか

った。一方, 沖松浦漁港でのみ試験開始後4日目にChl.a濃度の値が高くなり, 5日目にDINの値が高くなって

いる様子が観察された。今回の試験では, 海底耕耘の試験運用による珪藻休眠期細胞の発芽・復活及び, 水

柱で珪藻が増殖して優占する様子は観察されなかったが, 有害赤潮藻類の優占も見られなかった。今後は引

き続き泥散布試験のホルマリン固定試料の検鏡を行い, 珪藻類の種同定と計数を行い, 有光層に持ち上げら

れた珪藻休眠期細胞が実際に発芽・復活して増殖を通じて水柱で優占化するのか, 環境要因の情報と照合し

て検証し, 昨年との比較を行う。これらの結果を受けて, 活用する珪藻休眠期細胞の発芽・復活に関する性

質と現場の光条件の関係を明らかとし，珪藻活用への手掛かりを整理していく。 

今井 佑実 


